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【主な事業内容】
　食品加工（当社が役割を担っているメイン・プロセスは、商品企画と販売であり、製造については一部担っ
ている部分もあるが、製造委託しているものが多い）

●事業概要

　「事業拡大のためには、東京に進出する必要があると認識し、その準備をしていたところ、資金繰りの壁
に行き当たった。ついては、何かよい助成金はないだろうか」というのが、最初に相談に来られた理由であ
る。その時に、当社が何をしようとしているのか内容を尋ねたところ、会社が考えている事業計画を少しブ
ラッシュアップすることによって、経営革新計画のレベルまで持って行けると判断した。
　会社側も、当計画を策定することによって、金融機関との借入交渉が進めやすくなると予想、是非とも計
画書づくりを進めたいと希望され、共同作業を行うことになった。

　当社においては、これまで、担当社員一人で新商品の企画を担当していた。しかし、今後は、東京の市場
で評価される商品を作るために、より専門的な人を巻き込んだ商品開発体制を整えなければならない。そこ
で、愛媛の農水産品を使用した加工食品を、フードコーディネーター・カラーコーディネーター・パッケー
ジデザイナー・コピーライター等、製品企画段階からプロに参加してもらって商品開発を行うことにした。
　さらに、開発の流れを、オピニオンリーダー的な消費者モニターに見て頂いた上で、試作品の製造段階に
おいても、製造施設に消費者モニターを招き、商品の安全性を実感して頂く。加えて、生産者農家にも参画
頂くなど、小規模事業所でありながら、大企業並みの商品開発体制を構築することを目指したのである。

　中小企業における商品開発は、企画段階や試作段階、あるいは商品化段階において行き詰まった段階で、
時によって、その道のプロに相談することがある。しかし、通常の場合は、費用削減の意味から、社内で解
決しようとするのが普通である。
　しかし、当社においては、東京市場がターゲットであり、将来的にナショナルブランドを目指したいと考
えているため、アイディアの絞り込み段階から当該テーマに精通するフードコーディネーター等の複数の専
門家を活用することを原則とした。しかも、販売段階で口コミ源となって頂ける消費者モニターを選任し、
商品の企画段階の流れを見て頂いた上で、使用材料の品質や製造プロセスをもチェックしてもらって、製造
の安全性を確認してもらう。自分の目で確認したことを周囲の人に伝えてもらうことによって、当社商品の
強みである「添加物を使用しない安全性」のアピールを強化したいと考えたのである。

　これまでは、松山市にて、料理屋及び惣菜の製造販売業を営んでおり、市場は主に愛媛県中予であった。
しかも、惣菜等の開発においても、社内スタッフのみが従事しており、商品開発の企画力において素人的な
仕事しか出来ていなかった。
　今後は、市場ターゲットが東京になる。しかも、惣菜等の（家庭における内食と外食の中間に位置する）
中食の商品開発において、社内スタッフ以外にフードコーディネーター等の専門職及び消費者モニター・生
産者農家からも意見をもらうことで、ソフトの充実を図ることになる。

■拠点の具体的な支援内容

１．支援経緯

２．経営革新の目標

３．経営革新の内容

４．既存事業との相違点

有限会社 大起商店
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ａ．プロジェクト活用構想の策定
　　候補者のリストアップ
　　• 当社の仕入れ先には、愛媛県在住の農家・畜産家・水産業者・豆腐製造業者等の生産者がいるため、

生産者の中から１～２名程度、経営姿勢および商品感性の優れた方を候補者として選定する。要する
に、生産者の希望や夢を商品開発に織り込む体制づくりのためにも、商品開発のプロジェクトチーム
に参加して頂く予定である。

　　• 消費者モニターは、商品開発後のモニタリングにおいて本格的に活躍して頂くが、企画段階・試作段
階にも参画してもらって、商品の妥当性検証に力を借りる。

　　• 専門家スタッフについては、都会の市場への売り込み体験成功者を前提にして、フードコーディネー
ター・パッケージデザイナー・コピーライター等のプロ開業者の中からリストアップする。

　　• プロの専門家の人件費を抑制するために、商工会議所の新現役支援事業チャレンジ制度を活用するこ
とを考えている。東京の人材を確保するに当たり、東京商工会議所の新現役支援事業チャレンジ制度
を利用することとし、その仲立ちを松山商工会議所にお願いする予定である。

　　• 以上の要員適任者を候補者としてリストアップするのが、当ステップでの作業である。
　　候補者の絞り込み
　　• リストアップされた人材の中から、経験・能力・人格・コストの視点から適任者を選定する。（スタッ

フとして採用する目利きを持った人として、新現役支援事業チャレンジ制度を活用して、ADを最初
に選任する。AD以外の専門家については、新現役支援事業チャレンジ制度を活用する場合と活用し
ない場合の両者が予定される）

　　今後の商品開発体制
　　• 新商品の案件ごとに外部専門家（デザイナー等）と契約を交わし、プロジェクトチームを組織化する。

一方、消費者モニターは、プロジェクトの討議内容を把握したうえで、安全衛生体制等の確認を行う
者として位置付ける。

ｂ．製造施設の設置
　　• 松山にある当社割烹の厨房施設を活用して、設備を増設し、新たな製造施設とする。したがって、時

に、プロジェクトチームを招へいして試作品のチェックを行うが、中でも消費者モニターの方は、来
所回数が増える予定である。

ｃ．プロジェクト業務の進め方の検討
　　専門家活用法の基本原則の整理
　　• メンバーとして、生産農家や消費者、自由業者、さらにはサラリーマンOBなど様々な職種が入り交

５．経営革新計画の具体的内容

取締役
（プロジェクトオーナー）

AD（新現役支援事業チャレンジ）

フード
コーディネーター

生産者農家コピーライターパッケージ
デザイナー

消費者
モニター

商品開発担当者
（プロジェクトリーダー）

会社内会社内

会社外会社外

会社内

会社外
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　資金繰りの相談に来られた会社が、たまたま手がけている新規事業を、相談
コーナーにてブラッシュアップして、経営革新計画のレベルまで高度化出来ま
した。
　女将が頭の中に思い描いていた経営計画を、当相談コーナーで文章により見
える化することができ、新規事業の課題把握や円滑な事業遂行に向けたアドバ
イスができました。
　経営革新計画は法認定による支援制度もメリットの一つでありますが、経営
革新計画を作成することにより、自社の課題把握と新規事業の実施計画が明確
になることも大きなメリットになると感じられます。

応援コーディネーター

東矢　憲二

S t a f f  v o i c e 支援に携わったスタッフの声

じるため、彼らのモラール向上にも配慮して、専門家活用の基本原則のルールを確立しておく。
　　プロジェクト活動の目的と範囲の明確化
　　• 当プロジェクト活動の目的と業務範囲を明確化して、商品開発のブレを抑制する。
ｄ．契約内容の検討
　　• 専門家スタッフにプロジェクトに参加してもらうに際し、「労力提供の方法」や「報酬設定」、さらに

は「守秘義務」など、プロジェクトメンバーと交わす契約について、当社が原案を作成する。
　　• 当社の原案が法的に問題がないか、あるいは効力の有効性などについて、司法書士にチェックしても

らう。
ｅ．専門家チームの組織化
　　チーム加盟依頼
　　• 事前に絞り込まれた専門家に対して、当事業の趣旨を説明した上で、了解を求める。
　　契約締結
　　• 事業趣旨を理解頂き、プロジェクトチームに加盟

頂く方と、契約を締結する。
ｆ．プロジェクト業務の試行
　　改善事項の洗い出し
　　• プロジェクトのキックオフを行った後、活動面に

おいて見直しの必要性がないかチェックし、改善
が求められる項目をリストアップする。

　　改善内容の検討
　　• プロジェクト活動の目的を達するために最適な活

動になっていない部分を改善して、商品開発体制
を整備する。

ｇ．プロジェクト業務の本格推進
　　• 事業開始より２年目には、本格的な商品開発プロ

ジェクトが稼働するが、それまでは、社内スタッ
フ中心で運用することになる。

有限会社 大起商店
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